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木ノ下歌舞伎が約５年ぶりに新たな演出家を迎えてお届けする新作公演。
演出は国内外で活躍し、近年は能の翻訳や能の形式での新作の上演などにも

作 　｜ 鶴屋 南北　　監修・補綴 ｜ 木ノ下 裕一　　脚本・演出 ｜ 岡田 利規
出演 ｜ 成河、石橋 静河　他

日程 ｜ 2023 年 3 月 4 日（土）、5日（日）
会場 ｜ 久留米シティプラザ　久留米座

チケット料金 ｜ 一般  4,500 円　　U25（25 歳以下）3,000 円
　　　　　　  高校生以下 1,000 円

チケット発売 ｜ 2022 年 12 月 11 日（日）10：00 ～

木ノ下歌舞伎『桜姫東文章』関連企画

意欲的に取り組む、岡田利規（チェルフィッチュ）。木ノ下裕一 監修・補綴のもと、岡田利規書き下ろしの上演台本で、
数々の演出家が手がけてきた鶴屋南北の代表作『桜姫東文章』に挑みます。
未曾有の天災や人災、コロナウイルスの蔓延など、社会が大きく変容し続ける現代に、既存の価値観を問い直す意欲作。

（全席指定・税込）
※詳細は決定次第、
　久留米シティプラザ公式WEB サイトに掲載いたします。

木ノ下歌舞伎『桜姫東文章』

〈主催〉久留米シティプラザ（久留米市）
〈助成〉令和 4年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業

現代における歌舞伎演目の可能性を検証・発信する劇団、

木ノ下歌舞伎が、２０２３年３月に久留米シティプラザで

新作を上演します。

公演に先駆けて、主宰・木ノ下裕一氏が作品や時代背景に

ついて楽しく解説するトーク＆レクチャーの開催が決定し

ました。

新作の題材は、鶴屋南北の『桜姫東文章』。約２００年前に

創作された本作のあらすじを知り、見どころを踏まえて

おくことで、より深い観劇体験となるでしょう。

ぜひご参加ください！

現代における歌舞伎演目の可能性を検証・発信する劇団、

木ノ下歌舞伎が、２０２３年３月に久留米シティプラザで

新作を上演します。

公演に先駆けて、主宰・木ノ下裕一氏が作品や時代背景に

ついて楽しく解説するトーク＆レクチャーの開催が決定し

ました。

新作の題材は、鶴屋南北の『桜姫東文章』。約２００年前に

創作された本作のあらすじを知り、見どころを踏まえて

おくことで、より深い観劇体験となるでしょう。

ぜひご参加ください！

会場　久留米シティプラザ  Ｃボックス
対象　中学生以上　　定員　50名程度（先着順）　　料金　無料（要申込）

日時　2022年11月23日 14:00～15:30

バス　　　 ：「六ツ門・シティプラザ前」バス停下車
西鉄電車 ： 西鉄久留米駅から路線バス5分、徒歩10分
J R    ： 久留米駅から路線バス10分、徒歩20分

アクセス

古典作品への最初の一歩に

申
込
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法

 久留米シティプラザ「木ノ下歌舞伎 レクチャー」係
 〒830-0031  久留米市六ツ門町 8-1
 E-mail :  kcp-j@city.kurume.lg.jp   TEL : 0942-36-3000（10：00～19：00 休館日を除く）

お
問
合
せ

水・祝

当日、レクチャー会場にて
『桜姫東文章』公演チケット
の先行予約を受付けます！

以下の内容を記載して、メールもしくは郵送で、お問合せ先までお申込みください。

※お申し込み後、5日以内にご連絡いたします。連絡がない場合は、お手数ですがお電話ください。

① 木ノ下歌舞伎レクチャー申込み　　　  ② 氏名（ふりがな）
③ 住所　　　④ 電話番号　　　⑤ メールアドレス（あれば）

締切

（水）
11/16

参加者募集

2006 年に古典演目上演の補綴・監修を自
らが行う木ノ下歌舞伎を旗揚げ。2016 年
に上演した『勧進帳』の成果に対して、
平成 28 年度文化庁芸術祭新人賞を受賞。
第38回（令和元年度）京都府文化賞奨励賞
受賞。令和2年度京都市芸術新人賞受賞。
渋谷・コクーン歌舞伎『切られの与三』
（2018）などの補綴、古典芸能に関する
執筆や講座など、多岐にわたって活動中。
木ノ下歌舞伎としては、2021年7月に久留
米シティプラザで『義経千本桜 - 渡海屋・
大物浦 -』を上演した。

木ノ下 裕一
（木ノ下歌舞伎 主宰）

©Naoko Azuma

※お預かりした個人情報は、本レクチャーの実施および今後のイベント等のご案内に使用させていた
　だきます。今後のご案内を希望されない場合はお知らせください。


